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本日のアジェンダ

• EDIの歴史
データ交換からコラボレーション型EDIへ

• コラボレーション型EDIとは

• 次世代EDI ebXML について
ebXMLとは、最近の動向

• 次世代EDIでの課題
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急速に増大する電子商取引

消費者向け電子商取
引の市場規模の推移
（総務省「平成18年版 情報通信白書」
総務省、平成18年7月）

BtoBにおける広義EC市場規模は、日本で224兆円、米
国で189兆円と、日本は既に米国を凌ぐ規模です。ま
た、EC化率についても、日本20.6%、米国11.9%と日本
が米国を既に凌ぐと言われている。（『平成17年度電
子商取引に関する市場調査』経済産業省他、2006年）
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出典：JEDIC



JSSM 5出典：ｅｂＸＭＬ概説 2002年ECOM
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電子ビジネスコラボレーション

出典：ECOM Journal No.4

従来の単発的な情報伝送としてのＥＤＩから企業間
の協業を電子的に行う手段として進化してきている。
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コラボレーション型EDIの例

RosettaNetについて

RosettaNetは、サプライチェーン・

パートナー間の業務プロセスにつ
いて、世界規模で統一するため
の標準電子商取引インタフェース
を開発し展開する、独立した、独
自の資金で運営されている民間
コンソーシアムです。

ECALGA標準体系

日本の電子機器・部品業界が主導
する形で、企業間の全ビジネスプロ
セスを電子的にシームレスに繋ぎ、
相互の経営効率向上を目指す標準
化活動、および標準の総称(辞書、
プロセス標準、実装標準)です。

出典：ロゼッタネットジャパン資料

出典：JEITA ECALGA標準体系図



JSSM 8出典：ロゼッタネット概要（日本IBM岡本氏）
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人と人とのやりとりとの比較

出典：ロゼッタネット概要（日本IBM岡本氏）



JSSM 10出典：ロゼッタネット概要（日本IBM 岡本氏）に橋本加筆

既存のデファクトの国際基準をベースとしている。
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合意されたシナリオebXML

ebXMLではパートナーの検索、そのビジネスシナリオの確認・合意まで電子化を考えている。

従って参照されるレジストリの重要性及び合意できるシナリオの前提としての自社内のシナリオの
標準化が重要性を帯びてくる。
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ebXMLの概念図

標準的なコア構成要素
に各社のビジネスシナ
リオに則って意味づけ
られた標準的なエン
ティティから作られたビ
ジネス文書をリポジトリ
から検索それに基づい
て合意書を交わし、同
内容に基づきＸＭＬで
通信を行う。



JSSM 13出典：ｅｂＸＭＬ概説 2002年ECOM
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多くの標準化が
ebXMLに収斂

してきている。
それだけ多くを
包含した標準
化作業となって
きている。
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最近の動向：韓国
既に

NationalRegistry

出典：REMKOホームページ
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中国も

出典：北京万方数据股份有限公司ホームページ
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日本でも実験段階に

出典：ECOM Journal No.8



JSSM 20

１．コアコンポーネントについて多くの分野で調整（辞書化）
運輸、保険、金融、電子政府、農業、会計、SCM、自動車、旅行

２．論理的なモデル構築手法と現実のＸＭＬとして交換されるビジ
ネス文書を構築する部分の連携手法に関心が集まってきている。

この分野にＳＡＰから提案があったということは、その手法を実装
化することを視野に入れ始めたのかも知れない。

３．日本の経産省からは2社間取引でなく安心・安全情報の提供

など多数間の情報共有構造での電子商取引モデルの研究を開
始し、ＩＳＯ提案を考え始めている。

昨年から今年にかけての動向

1999年に開始され壮大な計画ではあったが、ようやく現

実味を帯び始めてきている。（通信手順など一部は現実
運用されている）
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公的なレジストリでのインシデントリスクがビジネスそのもの
に致命的なリスクを与える 情報セキュリティ課題

標準化されたコラボレーションシナリオはおそらく標準化され
た社内シナリオを前提に行われる アドオンは致命的

グローバルな標準から排除された場合、国際的なコストアッ
プに繋がる 国内的要因も積極的に標準に取り込むように
働きかける必要性

セキュリティ要件もあるがオリジナルデータの信頼性が前提
となってくる データの品質の担保が課題となってくる

ebXMLが現実化することへの課題
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